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第
１
２
１
回 

 

雇
用
と
物
価 

苦
渋
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
９
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

が
９
月

日
、
利
下
げ
を
再
開
し
た
。

悪
化
す
る
雇
用
市
場
の
下
支
え
に
動
い

た
た
め
だ
が
、
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
の

影
響
が
強
ま
る
中
、
イ
ン
フ
レ
（
物
価

上
昇
）
を
再
燃
す
る
懸
念
が
残
る
。
大

幅
利
下
げ
を
求
め
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

圧
力
も
強
ま
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
苦

し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。 

「
異
常
事
態
だ
」
。
パ
ウ
エ
ル
議
長

は

日
の
連
邦
公
開
市
場
委
員
会
（
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
、

米
国
経
済
の
現
状
を
こ
う
表
現
し
た
。

そ
の
理
由
は
「
通
常
、
労
働
市
場
が
弱

け
れ
ば
イ
ン
フ
レ
（
物
価
上
昇
）
率
も

低
く
、
労
働
市
場
が
強
い
時
は
イ
ン
フ

レ
率
も
高
い
。
だ
が
、
我
々
は
現
在
両

方
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
お
り
、
極
め

て
難
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
」（
パ

ウ
エ
ル
氏
）
た
め
だ
。 

 

Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
今
回
６
会
合
ぶ
り
の
利
下

げ
を
決
め
た
最
大
の
理
由
は
、
雇
用
市

場
の
減
速
懸
念
だ
。 

 

原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
が
ト

ラ
ン
プ
関
税
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
関

税
を
支
払
う
の
は
外
国
企
業
」
と
主
張

す
る
が
、
実
際
に
は
多
く
の
米
企
業
が

海
外
製
品
を
輸
出
す
る
際
に
関
税
を
支

払
っ
て
い
る
。
高
い
関
税
コ
ス
ト
の
自

社
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
米
企
業
も
少
な
く
な
く
、「
存

続
の
た
め
に
は
従
業
員
を
解
雇
し
て
人

件
費
を
削
減
す
る
し
か
な
い
」
（
米
東

部
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
中
小
企
業
社
長
）

の
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 

実
際
に
雇
用
統
計
な
ど
米
政
府
発
表

の
経
済
指
標
も
悪
化
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｒ

Ｂ
は
声
明
文
で
「
雇
用
の
増
加
ペ
ー
ス
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が
鈍
化
し
、
失
業
率
は
上
昇
傾
向
に
あ

る
」
と
明
記
。
「
下
振
れ
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
」
と
も

強
調
し
た
。
雇
用
の
悪
化
は
、
米
国
経

済
を
支
え
る
個
人
消
費
の
悪
化
に
つ
な

が
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
後
に
減
速

気
味
の
米
景
気
を
さ
ら
に
下
振
れ
さ
せ

か
ね
な
い
。 

 

た
だ
、
利
上
げ
に
よ
る
景
気
刺
激
は
、

こ
こ
数
年
米
経
済
を
苦
し
め
た
イ
ン
フ

レ
を
再
加
速
さ
せ
か
ね
な
い
「
も
ろ
刃

の
剣
」
だ
。
し
か
も
、
足
元
で
は
米
企

業
が
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
コ
ス
ト
を
販
売

価
格
に
転
化
し
、
物
価
を
ジ
ワ
ジ
ワ
と

押
し
上
げ
て
い
る
。 

 

８
月
の
米
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
）
は
前
年
同
月
比
２
・
９
％
上
昇
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
相
互
関
税
」
を

発
表
し
た
４
月
（
２
・
３
％
）
か
ら
上

昇
率
は
毎
月
加
速
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

の
目
標
（
２
％
）
か
ら
の
隔
た
り
が
目

立
ち
始
め
て
い
る
。
個
別
品
目
の
上
昇

率
は
、
中
国
な
ど
か
ら
輸
入
す
る
オ
ー

デ
ィ
オ
機
器

・
２
％
▽
メ
キ
シ
コ
な

ど
か
ら
輸
入
す
る
バ
ナ
ナ
６
・
６
％
▽

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
か
ら
輸
入
す
る
コ
ー
ヒ

ー
豆

・
９
％―

―

な
ど
で
、
高
関
税

を
課
し
て
い
る
国
か
ら
の
輸
入
品
が
大

幅
に
上
が
っ
て
い
る
の
が
鮮
明
だ
。 

 

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
１
年
前
の
２
０
２
４
年
９

月
会
合
で
、
イ
ン
フ
レ
が
沈
静
化
に
向

か
う
一
方
、
経
済
の
失
速
を
受
け
雇
用

環
境
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

４
年
半
ぶ
り
の
利
下
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

従
来
の
２
倍
と
な
る
０
・
５
％
の
利
下

げ
に
続
き
、

、

月
会
合
で
も
追
加

利
下
げ
を
決
め
、
「
イ
ン
フ
レ
」
よ
り

「
雇
用
」
を
重
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に

し
た
。 

 

だ
が
、
現
在
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ

り
、
雇
用
と
イ
ン
フ
レ
加
速
の
両
方
の

リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
お
り
、
政
策
方
針

を
大
胆
に
切
り
替
え
る
の
は
難
し
い
。

パ
ウ
エ
ル
氏
は
今
回
の
利
下
げ
に
つ
い

て
「
あ
る
意
味
、
リ
ス
ク
管
理
と
考
え

ら
れ
る
」
と
説
明
。
大
胆
な
金
融
引
き

締
め
へ
か
じ
を
切
っ
た
わ
け
で
は
な
い

と
の
考
え
を
に
じ
ま
せ
た
。 

 

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
政
策
目
標
は
「
雇
用
の
最

大
化
」
と
「
物
価
の
安
定
」
。
両
に
ら

み
の
政
策
運
営
は
困
難
さ
を
増
し
て
い

る
。


